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8-6 水産物流通にかかるアンケート調査結果 

 
(1) アルノ環礁漁業組合（AAFA）漁業者 

調査期間：8 月 7 日 
アンケート実施数：21 名 
概要： 
コプラ生産との兼業漁業者の割合が高く、1 週間あたり数回の操業で、1 操業あたり 10～50

ポンド（4～22kg 程度）を漁獲している。調査地区が Fish Base が所在する Arno および Ine であ

ったため、これら地区におけるアンケート調査対象漁民のすべてが漁獲物販売を MIMRA に依

存していた。増産意志は高く、MIMRA の集魚船の渡航回数が増えればさらに漁業従事時間を

増やしたいと考える者が多い。漁業以外の収入源として、コプラ生産および手芸品を挙げる者

が多い。AAFA を通さず、マジュロの小売店等に直接販売している漁民グループも存在する。

資源量の減少を指摘する意見も多い。 
 

(2) ジャルート環礁漁業プロジェクト（JAFP）漁業者 
調査期間：8 月 1 日～8 月 4 日 
アンケート実施数：20 名 
概要： 
産業が少ないために専業漁業者を自称する者が多いが、1 週間あたりの操業日数は 3～4 日程

度である場合が多い。島内での鮮魚の流通はほぼゼロに等しく、漁獲物は専ら自家消費用であ

る。このような生存漁業では氷は使用されていない。漁獲物を販売できるのは、MIMRA の集

魚船が来たときのみに限られる。現金収入機会が少ないため、MIMRA 集魚船の来訪回数の増

加を望む声はきわめて強い。資源量の減少を指摘する漁業者もいる。 
 

(3) 沿岸漁業開発サービス（COFDAS：マロエラップ・アウル）漁業者 
調査期間：8 月 1 日～8 月 3 日 
アンケート実施数：21 名 
概要： 
漁業以外の収入源としてコプラ生産や手芸品をあげる割合が高く、少ないながらも漁業は貴

重な現金獲得手段となっている。すべての回答者が鮮魚の販売が可能であれば漁獲量を増加さ

せたいという希望を持っており、MIMRA 集魚船の来訪回数を増やせば相当量の漁獲量増加が

期待できると推定される。資源量の減少を示唆する回答は皆無であった。 
 

(4) 鮮魚小売店・大口需要者 
調査期間：7 月 28 日～8 月 15 日 
アンケート実施数：20 件 
概要： 
マジュロ中心部（リタ、ウリガ、デラップの 3 地区）の鮮魚小売店は調査時点で 10 店舗あり、

郊外の 2 店舗を含めて 12 店舗から状況を聴取した。また、ホテル、レストラン、病院などの需

要者 8 件の鮮魚入手事情を調査した。スーパーマーケットを含めて鮮魚小売店では日々の鮮魚
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売買記録を残していないため、販売記録からマジュロの鮮魚流通量を把握することはできなか

った。鮮魚が売れ残ることは少なく、クーラーボックス単位で大雑把に把握していれば商売と

して成り立つことから、記録の必要性がないものと推測される。小売マージンは 1 ポンド当た

り 0.50 ドル程度に設定している店舗が多数を占める。 
 

図 1：マジュロ中心部の鮮魚小売店位置図 
 
ホテル・レストランでは、アルノおよび MIMRA の鮮魚（離島の鮮魚）に対する評価はよい

ものの、マジュロの一般消費者は、マジュロの魚に比べて離島の魚は味が落ちる（鮮魚小売店

やマジュロ消費者等の談話）とし、このため離島産（特にアルノ）の鮮魚を敬遠する傾向があ

るという。鮮魚小売店のうち MIMRA の鮮魚を取り扱わない小売店が半数を占めるが、自身が

漁獲したものだけを販売している小売店以外では、消費者のマジュロ産鮮魚への嗜好が高いこ

とをその理由として挙げている。一方でアルノ産鮮魚を販売の主力としているスーパーマーケ

ット（Payless Store）もあり、安定した供給量、一定の品質及び消費者に受け入れやすい商品形

態を提供できれば、離島産鮮魚の需要は確保できることが示唆される。鮮魚が売れ残って廃棄
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処分している小売店はなく、鮮魚の流通市場への供給量が不足しているという意見が過半数あ

ることからも、今後の需要の伸びは期待できるものと考えられる。 
漁業者は、多魚種かつサイズの不揃いな漁獲物をクーラーボックス単位で販売したがるため、

サイズが揃った特定の魚種（ハラ類、フエダイ類など）だけを求めるホテル・レストランのな

かには漁業者から直接鮮魚を購入することを敬遠するものあり、このような店では多少割高で

も小売店やスーパーマーケットで欲しいものだけを仕入れている。一方で鮮魚の慢性的な供給

不足が指摘されており、需要と供給のバランスは量的なものだけでなく、多分に質的なものも

含まれる可能性が示唆される。マジュロ病院（入院患者向けの食事を提供している）からは、

離島産魚類に食中毒（恐らくシガテラ毒によるもの）の原因となる魚類が含まれている可能性

があることを心配しているとの指摘もあった。 
計画サイトから道のりで 1 km 以内にある鮮魚小売店は 3 軒あるが、いずれも本プロジェク

トにより魚市場が建設されることについて懸念を持っていないことが確認された。これらの小

売店で販売する鮮魚はマジュロ産が主体であり、離島産に比べて消費者需要が高いこと、総売

上に占める鮮魚売上高の割合がそもそも低いことなどがその理由である。消費者は、価格の安

さよりも居住地の近くの店舗で鮮魚を買う傾向にあることが消費者からの聞き取り調査結果か

ら明らかであり、魚市場の新設が既存小売店に与える負の影響は小さいものと考えられる。 
 

(5) マジュロ消費者 
調査期間：7 月 31 日～8 月 15 日 
アンケート実施数：25 名 
概要： 
消費者は 1 週間に平均 2 回、1 回当たり 4 kg 程度の鮮魚を小売店から購入している。利用す

る小売店は住居の近くである場合が 65%で最も高く、販売価格を低く抑えている MIMRA を除

けば、わざわざ安い店まで出向いて購入する消費者は 15%程度と少ない。8 割の世帯が週末な

どに漁を行うことによって鮮魚を得ており、漁業者から直接購入したり、近所や親戚などと融

通し合う分などを含めると、一人当たり年間消費量は 70 kg 超と、既知の数値（約 62.6 kg）を

大きく超えることが予想される。訪問した世帯はランダムに選ばれたものではなく、大部分が

MIMRA のカウンターパートの知り合いであったために、やや突出した数値となってしまった

可能性もある。 
一方、8 割の人が小売店での鮮魚の入手が困難な場合がよくある、またはときどきあると回

答しており、小売店での鮮魚の売れ残りがほとんどないような状況と併せて考えれば、鮮魚の

流通量が需要を満たしていない状況が強く示唆される。価格がリーズナブルであれば（安けれ

ば）、さらに鮮魚の購入量を増やしたいと希望するものは 60%を超えており、潜在的な需要は

高いものと推測される。もっとも、価格が同じであればマジュロ産を選ぶという意見が 4 割程

度あり、消費者のマジュロ産鮮魚への嗜好の高さが裏付けられている。 
 

(6) マジュロ漁業者 
調査期間：7 月 31 日～8 月 15 日 
アンケート実施数：20 名 
概要： 
大消費地に支えられているため、船外機船を 1～2 隻所有し、雇用人数 10 人未満程度の小規
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模な商業漁業を行っている事業者、食用魚のみならず、観賞用の小型魚を捕獲して輸出してい

る事業者、小売店舗を地元に持って自ら鮮魚を販売するとともに、マジュロ市内の小売店に販

売している事業者もいるなど、マジュロでは漁業の多様化が進んでいる。漁業者の多いローラ

地区で漁獲物を買い付け、ウリガ地区で販売している小売店が 1 軒あるが、一般的には漁業者

自身が漁獲物をピックアップ・トラックやタクシーを利用してマジュロ中心部の小売店等に販

売している。 
10 年前と比較して時間当たりの漁獲量が減少した、長いヤスを使用しなければ捕れなくなっ

た、魚体が小さくなったなどの回答が多い一方で、マジュロ環礁北縁の礁斜面では資源が減っ

ていないとする意見も聞かれる。資源は、まだ切実な問題とはなっていないものの、特に人口

密度の高いマジュロ環礁南東部で減少していることは明らかであり、ボートを所有している漁

業者が少なく、資源の豊富な漁場にアクセスできる機会も限られている状況を考慮すると、マ

ジュロ環礁での漁業生産量の増大余地は限られているものと推測される。 
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8-7 排水量－馬力曲線 

 

中速艇の馬力推定チャート 

 

 
ハードチャイン艇パワーリング・チャート 
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8-8 計画施設の給水量計算 

 
計画施設の給水量計算 

 1) 事務所 80 Lit.／人× 7 人 ＝ 560.0 Lit.
※1 ※2

 2) 荷捌場 （床洗浄） 5.6 Lit.／㎡× 136.5 ㎡ ＝ 764.4 Lit.
※3

 3) 小売場 （床洗浄） 5.6 Lit.／㎡× 56 ㎡ ＝ 313.6 Lit.
※3

 4) 一次処理室 （床洗浄） 5.6 Lit.／㎡× 22.8 ㎡ ＝ 127.7 Lit.
※3

 5) 一次処理室 （水産物水洗用） 114 kg× 1 Lit./kg ＝ 114.0 Lit.
※4 ※5

 6) 更衣室 （シャワー用水） 34.5 Lit.／人× 7 人 ＝ 241.5 Lit.
※6 ※7

 7) 製氷用水 （蒸発量含む） 1000 Lit. 1.15 倍 ＝ 1150.0 Lit.
※8 ※9

 8) 荷捌所 （水氷用） 200 Lit. 10 槽 ＝ 2000.0 Lit.
※10 ※11

合計

3946.8 Lit.

∴ 4.0 m3/日

※ 1：出典　『給排水衛生設備計画設計の実務の知識』改訂2版　(社)空気調和・衛生工学会編　より

※ 2：市場職員数より

※ 3：床洗浄は㎡あたり　8Lit.（8mm)～10Lit.(類似案件の参考値)
　　　但し、高圧洗浄機使用により30%減とする。（8Lit.×70%＝5.6Lit./㎡）

※ 4：水産物の日取扱量

※ 5：出典　FAO Fisheries Circular No.905 FIIU/C905
※ 6：出典　『空気調和・衛生工学便覧』第13版　(社)空気調和・衛生工学会編　より

　　　種類別吐水量（シャワー）の平均値11.5Lit./min、1人3分使用するものとして算定

※ 7：市場作業員4名＋船員3名
※ 8：製氷規模＝1t ※ 9：プレート式製氷機の蒸発量15%含む

※10：保冷槽550Lit.の水の割合 ※11：保冷槽の設置個数  
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